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連結業績
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単位：百万円、％
2025年3月期3Q実績 2026年3月期3Q実績

金 額 売上比 金 額 売上比 対前年
増減率％

売 上 高 7,955 100.0 6,837 100.0% △14.0

売 上 原 価 6,097 76.6 5,726 83.8% △6.1

販 管 費 2,189 27.5 2,388 34.9% 9.1

営 業 利 益 △332 △4.2 △1,277 △18.7% －
経 常 利 益 △261 △3.3 △1,233 △18.0% －
四半期純利益 △316 △4.0 △1,551 △22.7% －

売上高：
前年同期比で、日本、欧州、台
湾、中国が既存案件の契約変更
や新規案件獲得により増収と
なったが、米国、韓国の減収に
より連結では減収

営業利益：
台湾、中国が営業黒字、日本も
営業赤字が縮小したものの、米
国、欧州の営業赤字が大きく影
響し、連結では営業赤字が拡大



地域別業績
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単位：
百万円 2025年3月期3Q実績 2026年3月期3Q実績

売上高** 営業利益 経常利益 売上高** 増減率％ 営業利益 増減率％ 経常利益 増減率％

日本 2,794 △374 △346 2,958 5.9 △305 － △179 －

米国 3,603 543 575 2,407 △33.2 △348 － △327 －

欧州 2,334 △63 △101 2,424 3.8 △316 － △394 －

韓国 544 △91 △37 489 △10.1 △90 － △110 －

台湾 58 △37 △36 151 160.5 17 － 15 －

中国 155 1 △1 194 24.6 44 3,728.4 40 －

連結調整* △1,535 △309 △313 △1,788 － △278 － △277 －

合計 7,955 △332 △261 6,837 △14.0 △1,277 － △1,233 －

*のれんの償却費用は連結調整に含めております **売上高は内部取引控除前の数値となっております



地域別状況

 日本
国内外の製薬会社から複数の新規案件を受託し売上計上したことで増収となり営業赤字は縮小
人員稼働率向上のための施策遂行と、厳密な経費管理により業績改善を目指す

 米国：
大型案件終了に伴う売上減少を補うことができず減収となり営業赤字化
複数の大型国際共同治験を受注内諾したものの、政府機関閉鎖の影響で試験開始が遅延し売上に未貢献
 欧州：
既存案件の期間延長や工数追加の契約変更により増収
外注費等の費用が増加したことで、営業赤字は拡大
 アジア：
• 韓国：顧客都合による複数案件の中断が発生し大幅な減収、営業赤字は僅かに縮小
• 中国：増収、原価低減等により増益
• 台湾：新規案件獲得等により増収、営業黒字化
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地域別受注残高
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(単位：百万円)

※受注残高: 既に契約を締結済みの受託業務の受注金額の残高
今後１年から５年程度の期間で発生する売上高を示しており、当社グループの今後の業績予想の根拠となる指標

• 2026年2月13日時点の受注残高は2025年3月期末と比較して8.2％増の127億円となった



地域別受注残高の状況

 日本・アジア：
• 複数の新規受注獲得により、日本、台湾、韓国が2025年3月期末対比で受注残高増加
• 欧米バイオテックの日本・アジアを含む国際共同治験案件と、豪州経由もしくは北米市場への

直接進出を目指す日本・アジアの製薬・バイオテック案件の獲得が増加傾向

 米国：
• 米国、欧州、豪州を含む複数の大型国際共同治験を受注内諾し、その一部で契約締結が完了した
ことや主に米国で実施される新規案件の契約が完了したことにより2025年3月期末対比で増加。
グローバル案件を含む新規案件の引き合いは多く、受注獲得に向け営業・提案を強化継続

 欧州：
• 既存案件の契約変更や上述の米国が受注した大型国際共同治験のうち契約が完了した欧州分の計
上による増加に加え、主に欧州で実施される新規案件の契約が完了したこと等により2025年3月
期末対比で増加

• 米国との連携により米国企業からの欧州を含む案件獲得を拡大するとともに欧州営業も強化
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通期計画
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単位：
百万円

2025年3月期 実績 2026年3月期 予想

金額 売上比％ 金額 売上比％ 対前年
増減率％

売上高 10,437 100.0 9,350 100.0% △10.4%

営業利益 △583 △5.6 △1,350 △14.4% －

経常利益 △498 △4.8 △1,400 △15.0% －

当期純利益 △539 △5.2 △1,700 △18.2% －

金額（円） 配当性向
（％） 金額（円） 配当性向

（％）

1株配当金 16.00 － 16.00 －
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注意事項

本資料に掲載されている、計画、予想、戦略等のうち、歴史的
事実でないものは、将来の業績に関する見通しです。これらは、
現在入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、過度
の信用を置かれませぬようお願いいたします。

掲載された情報の誤りによって生じた障害等に関しまして、当
社は一切責任を負うものではありませんのでご了承ください。ま
た、本資料は投資勧誘を目的としたものではありません。投資に
関する決定は利用者ご自身のご判断において行われるようお願い
いたします。 
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